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「古代東アジア世界史と留学生」の概要

これまでの東アジア世界を対象とした歴史研究プロジェクトは、壮大なテーマを掲げて取り組

まれてきましたが、本プロジェクトは、追究すべきテーマを絞り込み、古代東アジア世界を、そ

こを流動した人々との対比を視野に入れた上で、東アジアの国々が、いかなる文化・文物の流入

を期待したのか、それを直接に担った「留学生」はどうであったのか、に焦点を絞り、テーマを

設定しました。

先進文明国に位置する中国への留学生は、文化・文物を「移植」・ 「媒介」した存在でありま

すが、その果たした歴史的な意義は、充分に明らかに されていません。

本プロジェクトは、本学大学院が発見に大きな役割を果たした「遣唐使井真成墓誌」で培われ

ました中国西北大学大学院との共同研究(その成果は『遣唐使の見た中国と日本』朝日新聞社、

2005年、として刊行)を基礎として、1. 秦・漢代から陪・唐代の中国への東アジアからの留学

生の全貌を明らかにした上で、 2. 古代の東アジアの国々への影響を解明するものでありますO

これは、文物の「媒介者」の歴史的意義を問う試みであり、 グローパル化した現代において見失

われがちな「媒介者」の正当な位置づけとその果たしている重要性を確認させる点において、現

代的な意義を有する研究といえます。 また、研究計画を遂行する中で、日本人に限定しないで\

東アジア世界の若手研究者の育成を目的の一つにおいていることも、本プロジェクトの特徴となっ

ていますO

研究計画 ・研究方法

本プロジェクトは、5年間の期限をもっプロジェクトであることから、効率的な研究体制を組

むことを考えております。 そのために、本プロジェクトの研究は、二つの作業を柱としました。

一つは、最も基礎的な作業である「留学生」関係資料の1. 所在調査、 2. 収集 ・整理作業、

3. 収集データのデータベース化です。

いま一つは、①遣唐使井真成墓誌関係史資料の研究、②日本 ・中国 ・朝鮮の「留学生」史 ・資

料についての研究、③政治・制度 ・文化・思想の接触と受容からみた東アジア世界の研究、④物

の移動からみた東アジア世界の研究という4つのテーマからなる本プロジェクトの課題を研究す

る作業です。

このうち、①と②が最重要点課題であり、③・④は、①・②の調査 ・研究の充実度によってい

くつかのより細分化された追求課題が鮮明になってくるものと恩われます。

前者はプロジェクト ・リーダーが統括し、事務局長の下で研究者、リサーチ ・アシスタント

(旧・任期制助手)からアルバイト院生を含む編成で、1""'3をその量的 ・質的作業量と年次を考

慮し、分担して行いますO

後者は、チーム ・リーダーが調査 ・研究チームを統括し、年度ごとの調査 ・研究を行います。
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プロジェクトに参加する研究員は、複数の調査・研究チームに属し、プロジェクト・リーダーは、

各調査・研究チームの研究を統括し、事務局長がそれを補佐しますO

各調査・研究チームは、テーマの課題に即し、プロジェクトの課題に迫るために、日本に未紹

介の史資料の調査・整理を行う中国への調査を、年次計画にもとづき、リサーチ・アシスタント

にも機会を与えながら実施しますO

また、二人の研究者がプロジェクトに参加している中圏西北大学との共同研究も実施します

(なお、プロジェクトを遂行する中で中国・韓国の研究者の参画を想定しております〉。

研究計画は、年度毎に点検され、練り直していくことを考えており、調査・研究はフレキシビ

リティをもって実施したいと考えております。
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